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床閣禄式と居住性　第２報

　　　---一一感覚的快適性におよぼす季節の影響一一一一
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目的　第１報では、快適性におよぼす物理的性質を明らかにする目的で、住居Ｋおける
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床面様式の官能検査と物性測定を行* い、手ざわり、坐り心地、踏み心地*どの快適

好悪感）と硬軟感、温冷感、粗滑感など物理的属性との対応を検討し、寒い季節Kお

床面様式は、暖かく、柔らかく、ふんわりとした特性を有するものが好１れるとの結

を報告した。本報では、蒸し暑い夏季の条件下で、官能検査と物性測定を行ft ＼r^、温iS

のちがいによって快適性を左右する感覚的因子について検討しﾌﾟとo

方法　試料は、前報の試料（板、畳、カーペット３種）のほか、夏季独特の床面様式と

て籐むしろ、ビニールコーティング敷物を加えてワ種としﾌﾞと。これらを各種の組合わせ

一対比較法による官能検査をし、シェッフェの評価法で統計処理をした。* 7t温冷感、

湿感fc対応させる物理量として、人体表面での接触表面温度および人体発汗量と水分移

傾向ｒつ'.Aて測定した。

結果　坐り心地の好悪感は、硬軟感がかftり寄与しているが、接触快適性には温冷感が

最も大きく関係している。即ち夏季の手ざわりは、冷んやりとした特性をイするものが好

１れ、冬季とにli ぼ逆の結果となった。しかし、ビニールコーティング敷物のごとく冷弟

はあっても汗を吸収しないものぱあ１り好１ tV ft い。冬季に(4接触感、坐り心地ともにカ

ーペットが快適であったが、夏季K は両者を満足させる床面様式は痙く、そのような製品

の出現が期待される。現段usでは、比較的これらの条件を満たす籐や畳が好１れており、

わが国では季節にあわせて床面様式を変化させる暮しの知恵が実証される結果を得た。
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　目的　前報では感覚的快適性に及ぼす床面様式の影響について報告したｏ本報では、起

居行動ic及ぼす床面様式の影響を解明する目的で、住居内における主要起居動作（坐る、

立つ、歩く）時の、動的物理量と官能量との関係を検討した。

　方法　床面としては、板、畳、カーベッ　ト3種と、比較対象用の発泡ウレタンフォ―ム

を選んだｏ官能量は、一対比較法で、立ち心地、坐り心地、歩き易さとして評価した。ま

た動的物理量は、静止時の足裏および尻の各部位における圧力分布、および歩行時の足裏

各部位Ｋおける圧力の変化をシンプロコピーカー*･ンと圧力センサーを用いて測定した。

さらに歩行動作については、３次元歩行板を用いて上下・　前後・左右方向の３分力を測定

した。また歩行時の着床現象について、モデル的々衝撃試験機を試作し、床材の緩衝性を

評価した。

　結果　床材の種類により、足圧および尻E K変化が認められ、それらが坐り心地、立ち

心地および歩き易さ等の官能瞳に寄与している。一般ｚ、坐り心地it圧力分布の均一な素

材すなわちふんわりして柔かい床材が好*れ、一方、立ち心地や歩き易さti必ずしも圧力

分布の均一なものが最適で乃:く、適度な分布が必要に思われる。なお、歩き易さは物理量

として把握し、歩行時の着地と蹴りの現象から理論洵に考察した結果、床材の緩衝性に反

比例することが推測さnる。　しかし、裸足での官能量とは、必ずしも一致しなかった。そ

の要因は、物理II 以外の感覚的要素が寄与しているためと考えられるので、スリッパ着用

時の官能評価と比べて検討した。


